
ハ調の荀階による16小節の旋律づくり

～思いや意図をもって表現する子どもを育てるために (3年次4思車）～

江田 司

本研究では，二部形式の楽曲を例に， 4小節の旋律の構造を「はじめ ~1~2小節）／なか（第2~3小節）
／おわり（第4小節）」と分けて捉えるところから，それぞれの特徴をもとに部分的につくったり結び付けたり

する活動を発展させ，各4小節X4段=1 6小節のまとまりのある旋律づくりを行う。反復変化，対照など，

まとまりある旋律を構成している要素に気付きながらっくることで，鑑賞及び表現の活動において，曲のまとま

りに気をつけて音楽を味わう態度や楽曲の構造をもとに思いや意図をもって表現する子どもを育てることをめざ

した3
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1. 研究の目的

本研究の目的は，ハ調の音階を使った 16小節の旋

律づくりを通して，曲のまとまりに気を付けて音楽を

味わったり，表現したりする態度を身に付けることで

ある。

本研究で明らかにしたい内容は，旋律の構造「はじ

め／なか／おわり」の中で， 「なか」をつくる際に予

想される要件を明らかにすることである。なお，これ

までの研究において「はじめ」及び「おわり」のつく

らせ方は明らかにしているところである。 *I

本実践にかかわる留意点は次の通りである。

醗習の過程で，長い積み上げが必要な方法を意図

せず，子どもたちのレディネスあるいは敦師の力量に

よってどこからでも始められる旋律づくりをめざすこ

と。

②創造性が発揮される旋律づくりの過程において，

「これができていればよし」という見極めが明確にな

るような評価の方法や子どもたちが自分たちの作品を

吟味できる場を用意すること。

③反復変化，対照を生かした旋律づくりによって，

表現や鑑賞の活動に資する内容（「思いや意図」 「味

わい」など）を明らかにすること。

旋 lj作の一歩手前を確実な評価とともに用意するこ

とが本実践の目的であり，子どもたちがつくったもの

には敢えて「習作（練習作品）」という位置づけを用

いる。

2 研究方法

思いや意図をもって主体的に表現できる子どもを育

てることをめざして，これまでの研究戎果を生かし，

表現や鑑賞の活動を通して音楽作品に内在する様々な

反復的な要素を比べて捉えさせることから始めた3

2. 1. 旋律のさまざまな「おわり」方を知る

予め歌詞を抜いた曲『ケムシ・一』 （まどみちお

詩／同詩による児童4作品）に歌詞を付ける活動で，

楽曲に含まれている「間いと答え」や「反復」，さら

に同じ歌詞でもさまざまな表現が可能であることに気

付かせる。

次に『ケムシ・一』各曲の第4小節目「きらい」を

終止に気を付けて聴き，そのうちの 1作品を取り上げ

て第4小節目をプランクにして，この部分のみつくら

せる。どのような気持ちでつくった「きらい」なのか，

その小節を聴き比べて，音の動かし方次第でいろいろ

な気持ちが伝わることを感じ取らせる。すべての子ど

もにはむずかしい課題と思われるので，ペアやグルー

プ⑦女混合4人程度）の活動とする。理解できた段

階で徐々に個人の活動へと移行する。

2. 2. 「静かにねむれ」 （フォスター作曲）を用い，

4つのフレーズの反復や変化・対照など，音楽の仕組

みを捉え今後の学習への見通しをもつとともに「はじ

め」をつくる

「静かにねむれ」仕組みの説明については「音楽授

業支援DVD」切を活用する。

次に，身近な4曲「ちゅーりっぷ」 「ちょうちょう」

「ロンドンばし」 「ひのまる」を用い，反復（模倣），

同型反復，同音反復フレーズの同型反復などいろい

ろな反復のかたちを見つけ，旋律のまとまりに反復が

大きな役割を果たしていることを理解させる。

ここで旋律づくりに入る。 4/4拍子の第1小節目

であるが， 3番目の音を「ソ」に指定して「はじめ」

3拍をできるだけたくさんつくるようにする。十分で

きた子どもには「ミ」でもつくらせる。

2. 3. 「おわり」の部分を 「続く」や「終わる」

音で選んで2つのフレーズを結びつけ4小節X2=
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8小節の旋律づくりをする

「はじめ」 3拍の旋律に2種類の反復を使って「な

か」をつくると，結びつきやまとまりができることを

理解する。次に旋律線を工夫して「はじめ」から4小

節の旋律をつくる。第4小節目の最後の音を「ド」以

外にして「続く」感じを出す。 反復を使ってできた

「はじめ／なか」 2小節の旋律はデジタル用ワークシ

ート*3に書き，自由に閲覧できるようにして学級の仲

間と共有できるようにする。

次に，第2フレーズの最初2小節は反復して「終わ

る」感じを出して8小節の旋律を完成する。

このとき班で相談して 1つの作品に集約してもよい

として，つくり方の習得に力点を置く。

2. 4. 「対照」に気を付けて第3フレーズを考え

第4フレーズを第2フレーズの本復（模倣）として 1

6小節の旋律を完成させる

つくった旋律を聴き合って，それぞれの旋律線のま

とまりや特徴を感じ取るようにする。また，できたと

ころまででよいとして相互に発表することで意欲化を

図る。

2. 5. できた旋律を聴き合う

作品は教師に必ず見せるようにして「反復」と「終止」

がきちんと理解できているかを確認する。また，つく

った旋律を紹介し拡大楽譜を見ながらみんなで歌うよ

うにする。階名唱で行う。さらに日頃から歌い親しん

でいる曲（愛唱曲）の反復や変化，対照にも注意を向

けるようにする。

3. 事例

ここでは哨戎凶年10月~11月に和脱U大学教芹器憚|

属J洋校5年世芍和芯狸オ「曲のまとまりに気をゴヤ：音

楽ぅ～旋律づくり～」について報告する

3. 1. 題材設定の理由

本題材で扱う旋律づくりの対象は，ハ長調の音階に

よる旋律 (A+B=aa'ba')二部形式， 4小節X4

段=1 6小節である。歌詞は扱わない。なお二部形式

には， 「全体が2つの部分からなっている楽曲の形式

を二部形式という。唱歌形式の 1つである。一部形式

を除けばもっとも単純な形式であるが，すべての形式

の基礎になる形式であって，他のすべての形式は二部

形式の変形であるといえる（ウィキペディア）」よう

に，音楽の構成を感じ取って聴いたり表現したりする

ための基本的な要素が含まれているところから，この

学習によって曲のまとまりに気をつけて音楽を表現し

たり味わったりする態度や能力を育てたい。なお小学

校の段階であるので曲のまとまりを感じ取らせること

を主眼として，形式に関する用語「二部形式」は扱わ

なし‘。

子どもたちはこれまで構成和音をもとに音を選ぶ

簡単な旋律づくりや， リコーダーを使った2~5音の

簡単な旋律づくりを経験してきている。 7音での旋律

づくりは初めてである。

ハ調の音階では，階名シ（導音）と階名ファ（準導

音） 2つの音（ドとミヘ解決を導く音）が加わり 7音

となる。旋律づくりの材料としては比較的容易と考え

られる 5音の音階「ドレミソラ」に，これら 2音が加

わることで，音を続けたときに生まれる旋律のなめら

かさやおもしろさ，音が次の音を求めていく音そのも

のの指向性などを感じ取れるのではないかと考える。

しかしながら 2音が増えることによって旋律づくりは

飛躍的に難しくなると予想される。子どもたちの達成

感が増すように，いくつかの小さなステップを確認し

ながら進める学習過程を用意したい。

3. 2. 主に使用した教柘等

◆児童作品『ケムシ・一』 4曲（まどみちお詩／和歌

山大学教育学睛附属小学校5年生児童：平成21年度

卒業生作曲） *4 

◆ 「ちゅーりっぷ」 「ちょうちょう」 「ロンドンばし」

「ひのまる」の反復見つけワークシート*5

●ベートーヴェン『第九』第4楽章主題（喜びの歌）か

ら同音反復部分を変化させた3種類の旋律比較ワーク
シート*6

3. 3. 授

3. 3. 1. 第1次 「おわり」をつくろう (1時間）

第1次については昨年度の実践と重なるが，子ども

たちに提示した学習プリントは7曲から4曲へとスリ

ム化し時間短縮を図った)

これらは，まどみちお「ケムシ・一（タイトル）／

さんばつは きらい（詩）」に5年生の子どもたちが

作曲したものである。旋律を階名で歌って，歌詞を当

てはめる問題である。身近な先輩たちの曲であること

と親しみやすいユーモラスな詩に子どもたちはすっか

り虜になって考える。 2曲目までは難なく解けるが，

3曲目が分からない。男子2名がつくった曲ときいて，

俄然男子が積極的に考えを巡らせるようになる。や

がて冒頭の「ケ，ケムシ，ケムシ～」が見つけだす。

4曲目の最後は「きらい」の3連続と思ったら，落

ちが「ケムシ」と分かる。子どもたちはユーモアが大

好きt::',,ここで，曲には「はじめ・なか•おわり」が

あって， 「おわり」を感じさせる要素が幾つかあるこ

とを考えさせた)

0 「ド」や「ソ」（主音＝中心になる音）で終わっ

た感じが出る。 （まるで家に帰ったような気分）

0最後に休みが入っている。（その前にも休みが入っ

ているものもある）
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03回同じ音（型）をくり返して終わる感じを出す。

（くり返して終わる）

次に第1曲目の最後の小節をブランクにしたものを

用意して「おわり」をつくらせにその際どのような

イメージにするかをもちやすいように，

ア 散髪は，ぜったい「きらい」なケムシ

イ 散髪は，まあまあ「きらい」なケムシ

ウ 散髪は， 「きらい」と言いながら，実は「気持

ちのいい」ケムシ

工その他のケムシ

として考えさせたもちろん記譜させてみた3

音は，わらべうた風に「ラ」も考えられるが，

避けるために， 3拍目を上下いずれかの「ド」

しt.::.a
4拍目は4分休符であるので，実際子どもたちがつ

くるのは1と2の2拍分だけであるが，全員で38種

類150旋律の「おわり」ができた。 （下譜例 1)

子どもたちが考えた「ケムシ・ー」の最後1小節（終止のかたち）
全部で38種類歌詞は［キライ」が入ります

つくる
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【譜例 1】

授業後すべてを楽譜ソフトに打ち込んで，次時冒

頭に音を聴かせた。たった2つの音を選ぶだけでもい

ろんな表現ができることに子どもたちは驚いていた3

3. 3. 2. 第2次

考えよう (1時間）

3. 3. 2. 1. 「音楽授業支援DVD」の活用

新教科書になってから， 「音楽授業支援DVD」（製

「なか」の仕組みを

作：スズキ教育ソフトK.K.)が添付されるようになった。

1学期の「リボンのおどり」の実践でも活用したが，

今回， 「音楽のしくみ」の部分を参考にした子ども

たちと一緒に視聴しながら教科書の内容を確かめてい

くだけだが，動画の効果で理解が進むようである。教

材は「静かにねむれ」（フォスター作曲）である。内容

的には教科書とまったく同じであるので詳細は避ける

が， 4小節フレーズ4段の二分形式の曲の構造を，そ

れぞれの段の特徴を捉えながら共通点や違いなどを浮

き彫りにしていく。なお，このDVDでの「旋律づく

り」 （教科書準拠）は扱わなかった。扱っている音符

の種類が多いため，指導内容が煩雑になると考えたか

らである。ここでは，第1作目で使う音符は4分音符

のみとして，反復や変化など旋律の構造的な部分の理

解を中心に進めた。

3. 3. 2. 2. 学習プリント「学習のアイディア 1」

提示*5
「ちゅうりっぷ」（近藤宮召伺司／）井上武士作曲）

「ちょうちょう」 （作詞者不明／ドイツ民謡）「ロンド

ンばし」（高田三九三日本語詞／イギリスの遊び歌）「ひ

のまる」（文部省唱歌／高野辰之作詞岡野貞ー作曲）

の4曲を使って， 「反復（模倣）」 「同型反復」 「同

音反復」 「フレーズの同型反復」について理解を図っ

た。どの子どももよく知っている曲を歌いながら考え

感じ取らせたことで，反復の効果への理解が高まった3

3. 3. 2. 3. 同音反復の効果「喜びの歌」 *5
また，ベートーベンの交聘曲第九番，第四楽章の有

名な「喜びの歌」の旋律（冒頭部分4小節）を弾いて，

「同音反復」が小節と小節を結びつける大きな効果を

もたらしていることも紹介した。

ここで，いよいよ旋律づくりに人った。最初の課題

は「はじめ」をつくること。やり方は「おわり」をつ

くるときと似ていて， 3番目の音を「ソ」に限定して

最初の 1, 2拍目をつくるというものである。できる

だけたくさんつくることを約束して活動に移らせる。

また，早くたくさんできてしまった子どもについては，

「ミ」にもチャレンジしてよいと伝えた）ここでは4

6種類もの「はじめ」が出来上がった多い子どもで

1 6旋律，少ない子どもで1旋律である。（譜例2)

3拍目を「ソ」としたのは，これまでの実践からハ

長調の音階を使って旋律づくりを求めるに際して，ハ

長調 I度の和音が最初の小節に使えることを狙ったも

のである。 「ドミソ」であるから，当然 「ミ」でも

よいわけである。これまで「ド」を使った実践を行っ

たが，旋律線が最初から高すぎたり低すぎたりするた

めに，反復を使った旋律づくりの実践には必ずしも向

かないことが分かってきた。例えば， 卜調の感じがす

る「シラソ・」でも，伴奏和音を「ドミソ」とするこ

とで、最初は音がぶつかっても 3拍目で収まる感じが
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する。

「はじめ」の旋律づくり~3拍目を「ソ」とする～
子どもたちがつくった46種類の例

•3綸目を『ソ』にして鍮めることで,;:t,.からつくる菫偉が9ヽ晨•の●●の住暢をもつようにし拿す．
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け5名であとは4名）。協力し合う姿が多く見られた。

また，落ち着かない子どもはワークシートを確認する

と理解できていない部分があり，個別に指導する機会

をもち，子ども同士を結びつける手立てを打った）

3. 3. 3. 2. かたちを考えて「おわり」までつく

る (2/4)

前時の続きを行ったが，早く進める子どもも出てき

たので，第2次で学習したフレーズの反復と「続く」

「終わる」で8小節の旋律ができること，また旋律線

には大きく 4つの型があることを紹介した山型，谷

型，上行型，下行型の4つであるが，早速，ワークシ

ートにどの型を使ったか記入できている子どもが2人

いた。

このように最初2小節の旋律線を見ながら，意図的

につくっていこうとする姿勢は，見通しをもってつく

る態度へとつながるものである。この態度はぜひすべ

ての子どもたちに広げたい。

また，つくる活動で個人的に精一杯であったため，

お互いの旋律をどのように構成しているかについての

意思疎通がまだ十分とは言えない状況があった。

3. 3. 3. 3. 16小節の旋律をつくる (3/4,4/4) 

第3時間目で29名中 15名の子どもがすでに8小

節の旋律を完成残りの子どもたちも第2フレーズ最

後の 2小節を残すのみとなっt~

旋律づくりは学習の段階が進むにつれて個人差・個

性差が大きく現れてくる。ここで自分がつくったもの

を，完全ではなくてもできたところまで紹介し合う活

動を用意した班の活動であっても個人的にどんどん

進んでいるところにあっては，いろいろな表現が生ま

れていることを感じ取らせたいと考えたからである。

班内で紹介し合う姿で興味深かったのは，子どもたち

は自分の楽譜を班のメンバーに回し，一人ずつが仲間

の曲をリコーダーや鍵盤ハーモニカで演奏して確認し

ていったのである。自分の作品を演奏して聴いてもら

うであろうと予想していた私は，子どもたちが仲間の

書いた楽譜を読みながら音にしていこうとする姿には

驚かされt~
第3フレーズをつくるに当たって「おわり」を「ド」

以外の続く感じすること，またフレーズ全体は，第1

／第2フレーズとの対照性を求めた。具体的には，「上

行型であれば下行型を」 「山型であれば谷型を」とい

ったように，既出の楽曲「静かにねむれ」で再度確認

をした 4分音符と 4分休符のみを使い， 2つの反復

を同時に使って曲を始めることを指定した 16小節の

旋律づくりであったが， 2曲目からはこの指定を外し

自由につくらせることにしt~ ただし， 4つのフレー

ズで第3フレーズは対照性をもつこと，各フレーズの

最後は「続く／終わる／続く／終わる」とすることだ

けは決まりとした。
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なお，子どもがつくった作品に対しては，大きなジ

ェスチャーで褒めたり，他の子どもたちに紹介したり

して常に創作意欲を高めるようにした》

4. 事例乃考察

「はじめ」の第3音を「ソ」あるいは「ミ」とする

ことで，ハ調の主和音「ドミソ」を伴奏として用いれ

ばほぽ調が確定するのではないかと考えたまた昨年

度の研究では「おわり」から「はじめ」を転用したた

め， 3番目の音を「ド」で第2小節目の同型反復にか

なり無理をさせてしまったが，これも難なくクリアす

ることができた）

ところが旋律線で問題となったことは，ハ調の7音

の新階での導音「シ」咋及いであった3

隣の音へ移行する順次進行がもっともきれいな旋律

線を描く要件であるが，子どもたちは得てして分散和

音的にかなりの跳躍をくり返す傾向があった。聴いて

奇妙な感じがする曲の多くは，上行する「シ」がいっ

たん「ド」へと解決せず，あちらこちらと浮遊したま

まであることがその原因であるよう口感じt.:.,ハ調で

はなくモード債法）のようになっていたのである。

このことには後に修正を加え，上行するときの導音

「シ」は必ず近いところで解決すること。ただし下行

するときに表れる「シ」は必ずしも「ド」へ解決しな

いでよいことを伝えたことにより，改善が見られた。

4. 1. 

右の「譜例1」に見られる子どもの班では， 3人が

同じ最初の4小節をつくろうと相談したのであるが，

1人が同じ「はじめ～なか」を使いながら，まった＜

別のものをつくっていたおそらく 3人が大きな跳躍

002小節目から第3小節目にかけて，高い「ミ」へ

の1オクター9'） 音程を採用したところに違和感があ

ったためであろう。しかしこの3人も第2フレーズ以

下での旋律づくりにおいては，跳躍をやめできるだけ

近くの音へ⑪進行を考えていたまた「『ミ』とうい

う音でつつみこまれるように仕上げました」と自分な

りの考えを「ひとことメモ」にきちんと書けている。

協同的な学習の結果，お互いに影響し合うと同時に

音が求める動きにも意識を向けられたようである。

4. 2. 

次の「譜例2」に見られる子どもは，規定から発展の

様子がよく見られる。まさしく習作から作品へと仕上

げている好例でもある。 「No.I」では3段目に2分音

符や4分休符を使って変化を出そうとしているが，音

の動き（進行）そのものはよく似ている。 「No.2」で

は開始を「ソミド」でつくり「No.I」より自由度を増

している。 「No.3」では， リズムを自分で考えてはい

るが， リズムパターンを反復すると同時に第1小節目

と第2小節目を同音でつなぐが，音の進行は逆にする

など工夫の跡が見て取れる。また3段目には変化を工

夫した跡が見て取れる。他の子どもたちに人気があっ

た曲である。

［小欝員をまたぐ「同奮反復」を侵ってつくっている子どt,(J)冒作例】1コメント：1覆目には不自塾さが桟る）

1段目

~i~ 」 d j IJ J j r I「J」iI「-」」
ひとことメモ：塩のこだわりは「ミ1」「ミ1」と冨くなっているところ．その畠分が「置わってるなJと息いました．

磯目

~. } :」 JI J 」 J;l=j~」」|」 j J 
磯目

~j 」~ ~I~: 」・ I~ 」 J ; I」、I」

~•II: ;」 ~I~ 」」: I =~」 J I ; J~ 
ひとことメモ・届は「責わった薗をつくりたい」と息いました。

こ(/)劇iHa准界(/)薗だがK止”奮でつつみこまれるように仕上げました

【譜例 1)

反復を使った児童作品例(No.1~No.3/5年生T児）
嵐1

It J、 Jj I J 」 J~I i」」 JI J J J 

I J J J J IJ .d 」iI i 」 jr1rr~·
~J I j J I'「Jr I r r「J 

~J 」」」 1JJJ~1i 」」 r I i「「 lII 
ひとことメモこれが一書量切につくった昌本の●です．皇しい嶋l!ilこいて．ルンルンみたいな鸞梼ちでつくりました．

崖2

il」ー」:」: r「:;'」-「:「-「―」「':「」-「「;: 

・l~メモ占，ー鼠!」●●い薗;；まり輝でー」なし［；；し！墨し」．：ーす．「 : 」「 0 ; 

嵐3

＝巴
IJlll」|」 n」|」」”

I 汀n~1, 」 J 「 I r・ 

111「~J =」 I, 叫|」」 J
1.nマ」 Il」」「= I r1・ III 

ひとことメモ：畢しい員捧ちでかいた．＂えば．うさぎがびょんびょ l.tとんでいるような少しいそがしい1111こしてみた．

【譜例2】

-100-



5. 成果と課題

本題材の授業中で愛唱曲「ジングルベル」 （宮沢章

二作詞／ピアポント作曲）を歌う機会があったが，「こ

の曲の特徴は？」と尋ねたところ，即座に冒頭3小節

間の反復・変化の様子，終止・半終止を含め4つのフ

レーズのそれぞれの形式的な関係を子どもなりの言葉

で答えることができていたこのような意識付けを行

ったあとの歌唱では，音の変化やフレーズの変化が手

に取るようにわかるような味わい深い表現が聴かれた

音楽づくりの活動が旋律構造の確実な理解とともに表

現に生かされた。

また，次の題材「詩と音楽を味わおう」で鑑賞教材

「待ちぼうけ」 （北原白秋作詞／山田耕搾作曲）を扱

った際には，即座にこの曲が半終止（中国風の旋律と

しての糊敦で終止が「続く」感じとなる）を見つけ出

したばかりか， 1~5番の間くり返される冒頭の歌詞

「待ちぼうけ待ちぼうけ」が「ミソソソ～ ミソソ

ソ～」と同型反復（模倣）でつくられていることに気

付き， 「ミソソソ～ レファファファ～」と同型反復

したり「ミソソソ・ミソソソ・」と 2分音符を短くし

たりと比較をすることから， 1~5番の状況の変化に

よって歌われ方の違いがあることを味わって聴いてい

た。さらには2小節ごと 3カ所，冒頭に8分休符があ

り言葉のまとまりを構成していることや，最後2小節

が全体のフレーズをまとめるように音型が対照的につ

くられていることなど，また，その所々で歌詞の内容

に即芯して強調や間の入れ方など歌われ方に工夫が凝

らされていることを味わって聴いていた。

5. 1. 成果

本研究の目的に照らした成果として，

① 「なか」をつくる要件は，同型と同音反復を使って

曲を始めた場合に「上行導音は主音を通過させる」こ

とが安定した調性を生むことが明らかになっt=,,これ

までの留意点「順ぬ進行がもっともきれいな旋律線を

つくる」 「跳んだら戻る OO暉したら抜かした音を補

完する）」などに加えられる。

②第1作目は「決まり」を遵守させることで工夫が生

まれ，第2作目以降の自由性に根拠があるものとなっ

た。

＠洩導託用いた鑑賞の活動で，旋律線の動きやフレー

ズの比較によって曲に隠されているさまざまな工夫を

見つけ出す力がついた。また，それらをもとに味わっ

て曲を聴こうとする態度が見られた》

5. 2. 課題

今後の課題としては，旋律づくりの活動を5年生第

1学期に行うことで，楽曲を構造的に捉えたり旋律の

特徴を捉えたりする力が育ち，第2学期以降の鑑賞や

表現の活動に資するところが大きいと考える。

さらに，これまで「反復」を使った旋律づくりのあ

り方を明らかにしてきたが，今後はさらに自由な旋律

づくりに発展する可能性が大きい「問いと答え」を用

いた旋律づくりのあり方を明らかにしていきたいと考

える。

「問いと答え」による旋律づくりは，モーツァルト

がしたように2小節ごとの「問いと答え」でまるで会

話のように曲を延々とつくる自由さは魅力的である。

「反復」を使った旋律づくりとも補完し合うものなの

で上学年 (6年生）での扱いとしたい。

学習指導要領のA表現「音楽づくり」のイの事項に

傾斜を着けての実践展開であったので，今後はアの事

項との関連も十分に図っていきたいと考える。
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